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１．はじめに
　学生が就職後の企業や社会においても自己の価値観
で自立して行動できる資質を身につけるべく，３種類
の視点の異なるインターンシップ・プログラムを組み
合わせる新たなキャリア教育が開発された１），２）．平
成18年度に文科省の現代GPに採択され，３年間にわ
たって進めてきた新潟大学工学部の取組みである．平
成20年度はこの実践的工学キャリア教育の最終年度に
あたり，正規科目となったマーケット・インターンシッ
プを筆頭に組み立てられる一連の教育プログラムの骨
組みが完成した２）．
　企業経験の少ない大学教員のみの専門的な知識だけ
では，キャリア教育など一部の高等教育に十分対応す
ることは難しくなりつつある．そこで本学工学部では
このキャリア教育を推進するにあたり，近い将来，学
生が接触する企業の技術者が大学教育に直接協力する
仕組みが必要と考え，学外の技術者に協力をもとめ，

「100人力ネットワーク」と呼ぶ新たな支援者の組織を

構築した．学生は普段，直接に接触することのない現
場の技術者との討論を経験することでこの教育成果を
自らのものとすることができる．

２．取組みの概要
　図１に取組みプログラムの概念の背骨となる３つの
インターンシップ・プログラムを示す１）．この実践的
キャリア教育において，全学を対象にしたキャリアセ
ンターで１年次の導入教育を終えた学生は，続いて１
～３年生による３つのインターンシップに進む．その
第一は，企業の先にあるユーザに接触し，工学技術の
もつ魅力や問題点を直接得ることを課題として実施さ
れるマーケット・インターンシップである．これは学
年，学科や専門分野を超えた学生のチームが自由にそ
のテーマを決め，あるいは後述の100人力ネットワー
クからの情報を掴んで実施するもので，工学部以外か
らも多くの履修者があった．第二には，企業や社会の
技術者とそのテーマについて直接討論することによっ
て社会との接点を探り，様々な見地からの問題点の発
掘を通じて，工学のもつ魅力と課題を洗い出すキャリ
アデザイン・ワークショップである．これはマーケッ
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ト・インターンシップの成果報告会に合わせて年２回
開催される．第三のインターンシップ教育は企業現場
での体験を目的とし，平成20年度に本格的に実施され
たテクノロジー・インターンシップである．このよう
に社会に使われる工学技術の中に学生自身を置くこと
で，学生は自己の適正を確立でき，またこれは専門分
野の勉学への動機付けにもつながると考える．

３.　取り組み内容とその結果
３．１　�マーケット・インターンシップとキャリアデ

ザイン・ワークショップ
　マーケット・インターンシップには平成18年度から
３年間の実施があり，初年度は秋に，次年度からは夏
冬の２回実施し，平成18年度に４チーム20人，平成19
年度に８チーム39人（夏５チーム29人，冬３チーム10
人），平成20年度は７チーム23人（夏４チーム15人，
冬３チーム８人）の累計82人の学生が履修した．こ
れは１～３年生全学科の対象学生の約４～９％にあた
る．学科や学年に無関係に応募した学生に各人それぞ
れが興味ある工学技術や製品を提示させ，これを元に
チームを編成した．各チームは夏季休暇などの課外時
間を利用して事前調査と現地調査を行い，工学の魅力
と問題点を探し出す．この結果はチームによる発表の
型式で報告される．図２に平成19年の秋に行った成果
報告会の様子を示す．このマーケット・インターンシッ
プは今年から正規科目（選択科目２単位）となった．

なお平成20年度から機械系の大学院でもマーケット・
インターンシップを必修科目とし，大学院１年生の12
チーム64人が受講した．
　平成19年度以降はマーケット・インターンシップの
報告に続いて技術者との討論会であるキャリアデザイ
ン・ワークショップを100人力ネットワークの技術者
の参加を得て秋と春に実施した（図３）．
　社会人と直接討論できる機会を得て受講学生の意識
は高く，平成20年度のテーマに対し工学のもつ問題を
発掘できた学生は93％，このプログラムを有意義と答
えた学生は100％であり，それぞれ平成17年の63％，
73％から大きく向上した（図４）．教員が与えたテー
マではなく，学生自身や学外からの提案を受けて実施
したことが，学生の自主性や積極性を引き出したと考
えられる．表１に平成20年度に実施したテーマ（７件）

1         3

1 2

C2

1         3

1 2

1         3

C2

1 2

図１　現代GPの取り組みプログラムの概要

図２　マーケット・インターンシップの活動発表 図３　キャリアデザイン・ワークショップ

図４　キャリアデザイン・ワークショップの結果（H20）
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を挙げた．
３．２　100人力ネットワーク
　新潟大学工学部の教育を教員と学生の双方にわたっ
て支える学外の技術者による新たな組織が100人力
ネットワークである．現在85人の登録がある．各教員
や学科がこれまでの共同研究などを元に，すでにある
協力関係を発展させたものとしてきわめて特徴的な技
術者集団による組織である（図５）．したがってメン
バーは各教員と実務上の厚い信頼関係をもつ２）．学生
と教員それぞれにとって，教育面と運営面からあらゆ
る支援を得ることができ，マーケット・インターンシッ
プのテーマ提案や，学生が行う現地調査の紹介や指導，
同行といった積極的な取組みを，各メンバーの裁量に

合わせて実施している．
　キャリアデザイン・ワークショップにおいて，平成
18年に55人，以後，年２回の会合に77人（秋39人，春
38人），65人（秋33人，春32人）の参加が得られている．
また，技術倫理講演会や他のGPにおいて企画される
講演についても学生に対し直接の教育支援を行ってい
る．これ以外にも，100人力ネットワークの会議にお
いて，工学部の取組みに対する意見や情報提供などを
行っており，教員組織に対しても支援組織としての性
格を持つ．会議でのアンケート結果を図６に示す．学
生教育への要望として最大なのは適応力であり，企業
や社会にとって即戦力というキーワードのもつ意味は
ここにあると考えられる．
３．３　企業week
　100人力ネットワークの支援により，企業や社会の
第一線の技術者に，自社の技術や製品を学生の前に展
示実演してもらうとともに，その努力の過程や裏話を
技術講演で披露してもらう「企業week」は，講演者
の姿に学生は将来の自己の姿を重ね，勉学への動機付
けに効果的であろう．アンケートでは平成20年に聴講
した44名の学生全員が有益なプログラムであったと回
答した３）．

表１　マーケット・インターンシップのテーマ（Ｈ20）

企業理念
グッドデザインから考察

筋電義手
原子力発電所

ファンヒーターの今後
身近なエネルギーと環境技術

災害への IT 活用

図６　100人力ネットワークからのアンケート結果（H21. 2. 21）

•
•

図５　100人力ネットワーク

（b）
図７　技術倫理講演会での講演の様子

（a）
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３．４　技術倫理講演会
　自発的な思考力と高い倫理観を持って社会に適応で
きる技術者の育成をめざすという取組みの目的に対
し，平成18年度に４回，以後は年３回の技術倫理講演
会を実施した．講演者は100人力ネットワークに応募
を呼びかけた．製造過程での品質保障，知的財産の遵
守などあらゆる事例について講演が行われた．年間３
回の出席をもって単位を付与するが，１年生を中心に
毎回多くの受講者がある（図７）．
３．５　テクノロジー ･インターンシップ
　本年度の取組みの特徴が，このプログラムの最終段
階であるテクノロジー・インターンシップの本格実施
である．いきおい工場見学，お客さんになりやすい傾
向に対し，１ヶ月間の長期にわたるプログラムとした
のが，従来の一般的なインターンシップとの違いであ
る．また将来の持続性を考え，中央ばかりでなく地域
企業の優秀な工業技術を学生に認知させること，学生
には経費補助しないため，費用のかからない近距離で
の実施も意図した．そこで地域共同研究センターと共
同し，新潟県内でインターンシップの受け入れ可能な
企業に呼びかけ，学生への企業説明会を実施した．参
加した７社のうち３社に学生（３年生１名，２年生２
名）からの申込みがあった．実施時期は夏季休暇前後
とし，各自各社の都合に合わせて自由に設定させた．
　実施後のレポートによれば学生の反応は良好で，企
業の現場での品質保証への取組み姿勢に鮮烈な印象を
もったという．一方，職場の雰囲気が楽しいという率
直な受け止めもあった．
３．６　海外教育情報の調査と収集交換
　国際化は教育の分野でもすでに大きな潮流となって
おり，キャリア教育に関しても国際化が必要である．
このことから，海外との教育に関する情報交換，教
育視察を取組みの３年間にわたり４回実施した４），５）．
平成20年度は５月20～23日に米国アトランタで開催
された「第11回持続的工学教育に関する国際会議11th 
WCCEE」に参加して３件の発表を実施した（図８）．
ついでヒューストン大学において，最先端の研究施設
における教育への取組み状況や，女子高校生を対象と
した工学サマースクールなど，米国における教育活動
の調査を行った．国際的な教育改革の拡がりとその重
要性を認識するとともに，国や地域が違っても多くの
共通課題があることを痛感した．平成19年度にはドイ
ツのダルムシュタット工科大から講師を迎え，平成20
年度は３月に韓国から講師を迎え，「韓国における大
学教育改革に関するFD（教員対象の能力向上のため
の）講演会」を開催して意見交換を実施した．

４．おわりに
　３年間にわたるキャリア教育に関する取組みが着実
に実行され，３つの特徴あるインターンシップ・プロ

グラムによる教育プログラムの体系が完成した．この
期間にキャリア教育あるいは倫理教育を支えるバック
ボーンとして，工学部教員だけでなく，学外者の協力
が得られるネットワークを構築できたことが運営上の
最大の成果である．これらの成果については学会等へ
の発表により一般に公表し周知してきた６），７）．一方，
これら教育の成果が学生の離職率の低減などに反映さ
れてくるには時間がかかり，教育の効果に関して短期
的には評価しにくいのも事実でありこの点は今後の大
きな課題である．
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